
航空研究会の発⾜と
無⼈航空機の設計・製作
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4年 ⽷永太⼀



航空研究会について
・佐賀⼤学初の技術系サークル
・2021年発⾜、今年春に正式に部会承認

・20⼈が所属(理⼯、農、経済、研究科)

・無⼈航空機(固定翼、マルチコプター)の設計・製作

・全⽇本学⽣室内⾶⾏ロボットコンテストへの出場

・モデルロケットの設計・製作

・種⼦島ロケットコンテストへの出場

【航空部⾨】

【宇宙部⾨】



設計

概念設計

翼型空⼒解析

機体空⼒解析

機体の⽬指す性能や形を決定し、細かく掘り下げていく。
主翼の形や機体の⼤きさ、使⽤する電装品(モーターやサーボ)もここで定める。

翼型によって性能が⼤きく変わるため解析してより適切な翼型を選定する。
レイノルズ数と揚⼒・抗⼒係数、揚抗⽐の関係を⾒る。

機体周りの空気の流れを解析する。
特に影響が⼤きい主翼周りでの翼端渦や圧⼒分布を⾒る。



製作

ブラシレスモーター(プッシャー) 主翼部分上反⾓

機体重量に200gの制限があるため軽量化が重要

電熱線を⽤いた加⼯
プロペラ流を尾翼に直接当て
ることで舵の効き向上

安定性の向上





ご⽀援のお願い

Twitter(X)、Instagramで活動内容を更新中！

発⾜から間もないためOB・OGがおらず、⾦銭⾯、資材⾯等で苦労している状態です。

活動に賛同していただける⽅からのご⽀援をお待ちしております。

部費も徴収していますが、より多くの⼈に参加してもらうためになるべく敷居を
下げたいと考えています。

「佐賀⼤学航空研究会」で検索

※詳細は別紙をご参照ください。

ご⽀援頂いた⽅には⼤会・年度毎の活動報告書を送らせていただきます。

メンバーも随時募集中


